
5月 27日（水） 

１じかんめ こくご 「だいじなことをおとさずに、話したり聞いたりしよう。」① 

① きょうは、はじめにかん字のがくしゅうをします。かん字ドリル１１ページの「話」と「聞」をはみ出さ

ないようにていねいにかきましょう。 

 

② かん字ドリルノートの１４ページをていねいにかきましょう。 

 

③ お話を聞いていなくてしっぱいをしたことはありませんか。 

きょうから、だいじなことをおとさないで話したりきいたりするがくしゅう「ともだちをさがそう」(きょ

うかしょ 34～37 ページ)にとりくみます。 

 

④ 35 ページの絵の中から、次の３人を見つけます。  

・白いふくをきていて、水色のふくをきた赤ちゃんをだっこしている 男の人。 

・オレンジ色のふうせんをもち、赤のしましまのふくをきた子。  

・白いぼうしをかぶり、水色のワンピースをきて、めがねをかけている子。 

 

⑤ どんなことをつたえると、せつめいしている人のことがわかりますか。 

  こくごノートの１行目に「ともだちをさがそう」、２行目に「めあて」、３行目にだいじなことをおとさず

に、話したり聞いたりしよう。６行目に「〇手がかり」と書き、７行目からどんなことをつたえたらいい

か書きましょう。 

 

⑥ ３６ページの「まいごのおしらせ」をよく聞いて、３５ページの中からゆかさんをさがしましょう。 

（おうちの方によんでいただいたり、３６ページのQR コードで音声を聞いたり、自分で音読したりしま 

しょう。）だいじなことをノートにメモをするといいですね。  

 

⑦  ゆかさんはみつかりましたか。おうちの人にドリルとノートを見せましょう。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



２じかんめ さんすう「時
じ

こくと 時間
じ か ん

」 

①きょうかしょ８０ページのとけいのえを見て、それぞれの時
じ

こくをいいましょう。 

②りえさんがいえをでてから、バスにのるまでにかかった 時間
じ か ん

は、なんぷんか、いいましょう。 

時
じ

こくと時間
じ か ん

についてかんがえよう 

☆時計
と け い

を見て「〇時
じ

〇分
ぷん

」といいますね。それを「時
じ

こく」といいます。 

☆時こくと時こくのあいだを、「時間
じ か ん

」といいます。 

 

③りえさんがバスにのっていた時間はなん分ですか。ノートにかきましょう。 

 

④りえさんがあるきはじめてから、ゴールにつくまでにかかった時間はどれだけですか。ノートにかきまし

ょう。 

⑤まとめをノートにかき、８１ページの△1 と△2 のもんだいをときましょう。 

 おうちの人に見せて、まるをつけてもらいましょう。 

 

お休みの日に、おうちの人ととけいを見ながら、「いまのじこくは、〇じ〇ふんだね」「じかんは〇ぷんかんだ

ったね」というはなしをしましょう。 

 

おうちの方へ 

 ・時刻と時間の違いは、子どもたちにとって難しいところです。お休みの日などを利用して、日常会話の中

で「３０分たったよ」とか「今日は〇時間寝たね」などと時刻と時間に関する会話を意識的に行うことで、日

常生活の中で時刻や時間を意識した生活を送らせ、慣れていくことが大切です。ご協力をお願いいたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教科書の QRコードを読み込む

と、時計の模型を使って針を動か

して学習することができます。 



３じかんめ どうとく 「 ぽんたと かんた」 

 

① してよいことと、してはいけないことで、どうしようか  まよったことを 

思
おも

い出
だ

してみましょう。 

・しゅくだいがあるのに ゲームをしようか まよった 

・学校
がっこう

で しっぱいしたことを しょうじきに言
い

おうか まよった  など 

 

この時間
じかん

は、ぽんたとかんたの お話
はな

しを よんで、よいことと わるいことの くべつをして、 

よいとおもうことを すすんで おこなうことについて、考えてみましょう。 

 

② きょうかしょ１０～１３ページ「 ぽんたとかんた 」を こえにだしてよみましょう。 

 

③ かんたが うら山に入り、１人になった ぽんたは、どんなことを 

じっと考えていたのでしょうか。 

 

④ ぽんたが 「ぼくは行
い

かないよ。」と大きな声で 言
い

ったのは、 

どんな気もちからでしょうか。 

 

⑤ ２人が 風
かぜ

を 気もちよく かんじたのは どうしてでしょうか。 

どうとくノート４ページの上のだんに かきましょう。 

 

⑥ よい と思うことが すすんで できたとき のことを思
おも

い出
だ

してみましょう。 

どんな気もちになりましたか。 

どうとくノート４ページの下のだんに かきましょう。 

 

先生より 

 先生は電車
でんしゃ

ですわっていた時
とき

に、つえをついたおばあさんを見
み

かけました。ゆう気を 

出
だ

してせきをゆずったら「ありがとう」と言われて、うれしい気もちになりました。 

 

 


